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令和７年山形村議会第２回定例会 

 

議 事 日 程 （第４号） 

 

令和７年６月12日（木曜日）午後 １時３０分開会 

開議宣告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

《委員会付託請願・陳情、審議、表決》 

（委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 ２ ７請願第 １号 

日程第 ３ ７請願第 ２号 

日程第 ４ ７陳情第 ２号 

日程第 ５ ７陳情第 ３号 

《既提出議案、審議、表決》 

（委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 ６ 議案第４０号 

日程第 ７ 議案第４１号 

日程第 ８ 議案第４２号 

日程第 ９ 議案第４３号 

《追加提案、審議、表決》 

（提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第１０ 議案第４４号 

日程第１１ 議案第４５号 

日程第１２ 発議第 ３号 

日程第１３ 発議第 ４号 

日程第１４ 発議第 ５号 

日程第１５ 発議第 ６号 

日程第１６ 閉会中の所管の事務調査の申し出について 

日程第１７ 議員派遣の件について 

閉会宣告 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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出席議員（１２名） 

１番 小 出 敏 裕 君  ２番 竹 野 入 恒 夫 君 

３番 百 瀬 昇 一 君  ５番 小 林 幸 司 君 

６番 福 澤 倫 治 君  ７番 新 居 禎 三 君 

８番 村 林 淳 一 郎 君  ９番 三 澤 一 男 君 

１０番 上 條 倫 司 君  １１番 大 池 俊 子 君 

１２番 春 日  仁 君  １３番 大 月 民 夫 君 

欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村   長 百瀬繁寿 君  副 村 長 上條憲治 君 

教 育 長 大池昌弘 君  総 務 課 長 藤澤洋史 君 

企 画 振 興 

課 長 
堤  岳志 君  

税務課長兼 

会計管理者 
中村貞寿 君 

住 民 課 長 村田鋭太 君  
保 健 福 祉 

課 長 
篠原雅彦 君 

子 育 て 

支 援 課 長 
中原美幸 君  

産 業 振 興 

課 長 
中川俊彦 君 

建 設 水 道 

課 長 
中村 光  君  教 育 次 長 古畑佐登志 君 

総 務 課 

財 政 係 長 
丸山晃弘 君    

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

事務局職員出席者 

事務局長 宮澤寛徳 君  書  記 平出  怜  君 

  



 －１６５－ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） 会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会

傍聴規則により、撮影または録音などをする場合は、事前に許可が必要となります。 

なお、報道関係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

全員が出席で定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第２回山形村議

会定例会を再開いたします。 

（午後 １時３０分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 議会会議規則第１２５条の規定により、３番、百瀬昇一議員、５番、小林幸司議員

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎委員会付託請願・陳情の審議、表決 

○議長（大月民夫君） 委員会付託請願・陳情の審議、表決を行います。 

既に所管の常任委員会に付託して、審査いただいております請願・陳情で、委員会

の審査結果が出たものについて、これより審議、表決をいたします。 

常任委員会の審査結果は、お手元に配付の請願・陳情審査結果報告書のとおりです

が、ここで当該常任委員長の審査結果の報告を求めます。 

日程第２、７請願第１号から日程第５、７陳情第３号までについて、一括して議題

といたします。 

これらの４件について、所管の常任委員長から審査結果の報告を求めます。 

小出敏裕福祉文教常任委員長。 
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          （福祉文教常任委員長 小出敏裕君 登壇） 

○福祉文教常任委員長（小出敏裕君） 福祉文教常任委員会に付託されました請願・陳

情の審査結果を報告いたします。 

本委員会に付託された請願・陳情につきましては、去る６月１０日に委員会審査を

行い、７請願第１号「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採

択を求める請願書については採択とし、措置として衆議院議長、参議院議長、内閣総

理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣に意見書の提出がよいものと決定いたし

ました。 

審査の中の意見では、日本は少人数学級推進などについて、諸外国に遅れを取って

おり、引き続き意見書を提出していくことが必要との意見がありました。 

７請願第２号「義務教育費国庫負担制度の堅持･拡充」を求める請願書については採

択とし、措置として衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大

臣、総務大臣に意見書の提出がよいものと決定いたしました。 

７陳情第２号「高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める陳情」

については採択とし、措置として、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労

働大臣、財務大臣に意見書の提出がよいものと決定いたしました。 

審査の中の意見では、物価高騰等、高額療養費の受給者の生活も逼迫している状況

であり、意見書を提出していくべきであるとの意見がありました。 

７陳情第３号「『カリキュラム・オーバーロード』の改善を求める意見書採択の陳情

について」は採択とし、措置として、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務

大臣、文部科学大臣、総務大臣に意見書の提出がよいものと決定いたしました。 

審査の中の意見では、近年の不登校の子どもの数の増加や、教員の長時間労働の実

態を見ても、学習指導要領の精選が必要であり、意見書を提出することが適当との意

見がありました。 

以上、山形村議会会議規則第９４条第１項及び同第９５条の規定により、福祉文教

常任委員会の審査結果の報告を申し上げましたので、ご審議をお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 委員長の報告が終わりました。 

  これより、委員長報告に対する質疑を行います。 

  委員長の報告に質疑のある議員の発言を求めます。 

  請願・陳情番号を述べた後、質問をしてください。 

  いかがでしょうか。 
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          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、質疑を終結し、討論、採決を行いま

す。 

  討論を行います。討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論もないようですので、以上で討論を終結して、直ちに採決

したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認め、これより採決します。 

  初めに、日程第２、７請願第１号について、福祉文教常任委員長の報告は採択であ

ります。本請願を採択と決するに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、７請願第１号については、採択

と決定しました。 

  次に、日程第３、７請願第２号について、採決します。 

  ７請願第２号について、福祉文教常任委員長の報告は採択であります。本請願を採

択と決するに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、７請願第２号については、採択

と決定しました。 

  次に、日程第４、７陳情第２号について、採決します。 

  ７陳情第２号については、福祉文教常任委員長の報告は採択であります。本陳情を

採択と決するに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、７陳情第２号については、採択

と決定しました。 

  次に、日程第５、７陳情第３号について、採決します。 

  ７陳情第３号については、福祉文教常任委員長の報告は採択であります。本陳情を

採択と決するに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、７陳情第３号については、採択
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と決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第４０号～議案第４３号 

○議長（大月民夫君） 続いて、既提出議案の審議、表決を行います。 

  日程第６、議案第４０号から、日程第９、議案第４３号までの既提出議案を一括議

題として、審議、表決を行います。 

  各議案の常任委員会審査結果は、お手元に配付の議案審査結果報告書のとおりであ

りますが、ここで各常任委員長の議案審査結果の報告を求めます。 

最初に、総務産業常任委員長の報告を求めます。 

小林幸司総務産業常任委員長。 

          （総務産業常任委員長 小林幸司君 登壇） 

○総務産業常任委員長（小林幸司君） 総務産業常任委員会に付託されました審査結果

の報告をいたします。 

  本委員会に付託されました議案につきましては、去る６月９日の審査の結果、次の

とおり決定いたしましたので、山形村議会会議規則第７７条の規定により報告いたし

ます。 

  議案第４０号「職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」、議案第４１号「令和７年度山形村一般会計補正予算（第２号）」の所管の款・

項、議案第４３号「令和７年度山形村水道事業会計補正予算（第２号）」の３議案につ

きましては、いずれも原案可決すべきものと決定いたしました。 

  以上、報告申し上げます。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 次に、福祉文教常任委員長の報告を求めます。 

  小出敏裕福祉文教常任委員長。 

          （福祉文教常任委員長 小出敏裕君 登壇） 

○福祉文教常任委員長（小出敏裕君） 福祉文教常任委員会に付託されました議案の審

査結果の報告をいたします。 

  本委員会に付託されました議案につきましては、去る６月１０日の審査の結果、次の

とおり決定しましたので、山形村議会会議規則第７７条の規定により報告します。 

  議案第４１号「令和７年度山形村一般会計補正予算（第２号）」の所管の款・項、議

案第４２号「令和７年度山形村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」の２議案に
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つきましては、いずれも原案可決すべきものと決定いたしました。 

  以上、ご報告申し上げます。ご審議をお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 各常任委員長の審査結果報告が終わりましたので、ここで質疑

を行います。 

  委員長報告に質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） それでは質疑もないようですので、質疑を終結いたします。 

 続いて、順次、討論、採決を行います。 

 最初に、日程第６、議案第４０号「職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部

を改正する条例について」、討論、採決を行います。 

 お諮りします。本案は、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認め、直ちに採決します。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決すべきものでありました。本案は委員長報告

のとおり、原案可決することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、議案第４０号は原案のとおり可

決することに決定しました。 

 次に、日程第７、議案第４１号「令和７年度山形村一般会計補正予算（第２号）」に

ついて討論、採決を行います。 

 討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論がないようですので、討論を終結します。直ちに採決いた

します。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決すべきものでありました。本案は委員長報告

のとおり、原案可決することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、議案第４１号は原案のとおり可

決することに決定しました。 

 次に、日程第８、議案第４２号「令和７年度山形村国民健康保険特別会計補正予算
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（第２号）」について討論、採決を行います。 

 討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論がないようですので、終結し、直ちに採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決すべきものでありました。本案は委員長報告

のとおり、原案可決することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、議案第４２号は原案のとおり可

決することに決定しました。 

 次に、日程第９、議案第４３号「令和７年度山形村水道事業会計補正予算（第２号）」

について討論、採決を行います。 

 討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論がないようですので、討論を終結し、直ちに採決します。 

 本案に対する委員長報告は、原案可決すべきものでありました。本案は委員長報告

のとおり、原案可決することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、議案第４３号は原案のとおり可

決することに決定しました。 

以上で既提出議案の審議、表決は終了しました。 

ここで追加提出議案、議員発議による決議案等の整理のため、暫時休憩します。 

（午後 １時４４分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは休憩を閉じ、本会議を再開します。 

  議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

（午後 １時４６分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第４４号 

○議長（大月民夫君） 日程第１０、議案第４４号「令和７年度山形小学校情報機器等
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購入に係る物品売買契約の締結について」を議題とします。村長より提案説明を求め

ます。  

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第４４号について、提案説明を申し上げます。 

初めに、議案第４４号「令和７年度山形小学校情報機器等購入に係る物品売買契約

の締結について」の提案説明を申し上げます。 

地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号の規定により、共同調達プロポーザ

ルに付した令和７年度山形小学校情報機器等購入に係る物品売買契約につきましては、

議会の議決に付すべき契約となるため、契約の相手方でありますキッセイコムテック

株式会社執行役員・深石文夫氏と、令和７年６月６日付で、売買金額2,263万8,000円

の仮契約を締結いたしました。 

この仮契約を本契約の締結とするため、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会

の議決に付すべき契約及び財産の所得または処分に関する条例第３条の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第４５号 

○議長（大月民夫君） 次に日程第１１、議案第４５号「令和７年度山形村一般会計補

正予算（第３号）」を議題といたします。村長より提案説明を求めます。  

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第４５号の提案説明を申し上げます。 

「令和７年度山形村一般会計補正予算（第３号）」についての提案説明を申し上げま

す。 

今回の補正予算は、山形小学校の給食冷蔵庫の不具合に伴い、冷蔵庫の購入に関す

る経費として、現行予算に歳入歳出ともに88万6,000を付加し、総額を43億6,231万

4,000円とするものでございます。 

この事案が６月の定例会の直近で判明したことから、最終日の追加提案となりまし

たが、安全な給食を提供する環境を整え、給食食材の管理に問題を来すことのないよ
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う、更新するものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終了しました。 

ここで、議案審査についてお諮りします。 

議会運営委員会において、議案第４４号及び議案第４５号については委員会付託を

省略し、議会全員協議会を開催して詳細説明を受けることに決定しましたが、これに

ご異議ございませんか。  

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。 

よって、議案第４４号及び議案第４５号については、委員会付託を省略し、議会全

員協議会において詳細説明を受けることに決定しました。 

ここで、暫時休憩します。 

（午後 １時５０分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは休憩を閉じ、本会議を再開します。 

（午後 ２時０７分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） ここでお諮りします。 

  議案第４４号及び議案第４５号については、先ほどの全員協議会で質疑を行ってお

りますので、質疑を省略し、討論、採決を行いたいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないと認め、質疑を終了して討論、採決を順次行います。 

  初めに、日程第１０、議案第４４号「令和７年度山形小学校情報機器等購入に係る

物品売買契約の締結について」、討論を行います。討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論がないようですので、終結して、直ちに採決したいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（大月民夫君） ご異議ないと認め、直ちに採決します。 

  本案を原案可決することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、議案第４４号は原案のとおり可

決することに決定しました。 

  次に、日程第１１、議案第４５号「令和７年度山形村一般会計補正予算（第３号）」

について、討論を行います。討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論がないようですので、終結し、直ちに採決したいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないと認め、直ちに採決します。 

  本案を原案可決することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、議案第４５号は原案のとおり可

決することに決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎発議第３号～発議第６号 

○議長（大月民夫君） 次に、先ほど採択となりました請願・陳情に関する決議案につ

いて議題といたします。 

 日程第１２、発議第３号から日程第１５、発議第６号についてを一括して議題としま

す。 

 提出議員の趣旨説明を求めます。４件の案件について一括して説明を行ってください。 

 小出敏裕議員。 

          （１番 小出敏裕君 登壇） 

○１番（小出敏裕君） 発議第３号「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求め

る意見書」について提案説明を行います。 

意見書の文面につきましては、御覧いただきたいと思います。 

長野県では平成２５年度に小中学校の全学年で３５人学級が実現し、複式学級の定

員についても独自に小中学校とも８人としています。 
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しかし、義務標準法の裏づけがないため財政的負担が大きいなどの課題もあります。

また、学校現場で教員は多忙を極めており、豊かな学びを実現するためには、さらな

る少人数学級推進と、教員の持ち授業時間軽減のための抜本的な教員定員の改善が不

可欠となっています。そこで、さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求め、関

係機関へ意見書を提出するものです。 

意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学

大臣、総務大臣です。 

ご審議をよろしくお願いいたします。 

続きまして、発議第４号の「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」

について、提案説明を行います。 

意見書の文面につきましては、御覧いただきたいと思います。 

義務教育費国庫負担制度については、平成１８年に国庫負担率が２分の１から３分

の１に引き下げられ、厳しい財政状況の中、独自財源により教員配置を行っている自

治体もありますが、公教育において自治体間の格差が生じることは大きな問題です。

国の責任で十分な教員配置のための財源保障をし、全国どこに住んでいても、子ども

たちが一定水準の教育を受けられるようにすることは、憲法上の要請です。 

以上の理由により、義務教育費国庫負担制度が堅持・拡充されることを強く要望す

る意見書を提出するものです。 

意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学

大臣、総務大臣です。 

ご審議をよろしくお願いします。 

続きまして、発議第５号「高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを

求める意見書」について、提案説明を行います。 

意見書の文面につきましては、御覧いただきたいと思います。 

報道等で伝えられているとおり、政府の令和７年度予算案には、高額療養費の自己

負担上限額を８月から段階的に引き上げる見直しが盛り込まれています。しかし、政

府はがん患者団体や国民の声を受けて、本国会での高額療養費の自己負担上限額の引

き上げを見送り、今年秋までに改めて方針を検討し、決定すると表明しています。 

高額療養費はがん患者をはじめ、重篤な疾患の患者にとってまさに命綱です。自己

負担上限額の引き上げは、受診抑制や治療継続の断念につながりかねません。また、

重篤な疾患の患者には就労制限を余儀なくされる方も多く、高額な治療費の支払いに
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より困難な生活を強いられています。 

以上のことから、関係機関への意見書を提出するものです。 

意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務

大臣です。 

ご審議をよろしくお願いいたします。 

最後に、発議第６号「持続可能な学校の実現をめざす意見書」の提案説明を行いま

す。 

意見書の文面につきましては、御覧いただきたいと思います。 

学習指導要領の改訂は、子どもたちの豊かな学びの保障や教職員の働き方改革に大

きく関わります。カリキュラム・オーバーロードの状態等を改善することが喫緊の課

題となっています。 

次期学習指導要領の内容の精選や、標準授業時数の削減が強く求められています。 

以上のことから、「持続可能な学校の実現をめざす意見書」を関係機関へ提出するも

のです。 

意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学

大臣、総務大臣です。 

ご審議をよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 本案件の提出議員の趣旨説明が終わりましたので、これより本

案件に対する一括質疑を行います。 

  本案件に質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、質疑を終結いたします。 

  お諮りします。４議案は討論を省略して、直ちに採決したいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認め、これより順次、採決します。 

  初めに、日程第１２、発議第３号について採決を行います。 

  本案件に賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、発議第３号は原案のとおり可決さ
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れました。 

  次に、日程第１３、発議第４号について採決を行います。 

  本案件に賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、発議第４号は原案のとおり可決さ

れました。 

  次に、日程第１４、発議第５号について採決を行います。 

  本案件に賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、発議第５号は原案のとおり可決さ

れました。 

  次に、日程第１５、発議第６号について採決を行います。 

  本案件に賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、発議第６号は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎閉会中の所管の事務調査の申出について 

○議長（大月民夫君） 日程第１６「閉会中の所管の事務調査の申出について」を議題

とします。 

  各委員長より、山形村議会会議規則第７５条の規定により閉会中の所管の事務調査

の申出書がお手元に配付のとおり提出されました。 

  お諮りします。閉会中の所管の事務調査事項については、各委員長の申出のとおり、

承認することにしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

          （｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認め、各委員長の申出のとおり、閉会中もな

お事務調査をすることに決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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   ◎議員派遣の件について 

○議長（大月民夫君） 日程第１７「議員派遣の件について」を議題とします。 

  お諮りします。お手元に配付の「議員派遣の件」のとおり派遣したいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

          （｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。よってお手元に配付の「議員派遣

の件」のとおり派遣することに決定しました。 

  以上で、今定例会の議事日程はすべて終了しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎村長あいさつ 

○議長（大月民夫君） ここで、百瀬村長より閉会の挨拶がございます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 令和７年山形村議会第２回定例会の閉会にあたり、ひとことご

あいさつを申し上げます。 

定例会におきましては、開会日に上程いたしました、条例の一部改正１件及び補正

予算３件、合計４件の議案、本日上程いたしました、物品売買契約１件、補正予算１

件合わせて６件の議案を、いずれも慎重なるご審議の上、原案のとおりご可決・ご承

認を賜り、誠にありがとうございました。 

今回ご承認いただきました案件につきましては、速やかに施策の着実な推進を図り、

村民の皆様の福祉向上と村政の発展に全力で努めてまいる所存でございます。 

私が村長に就任して３か月が過ぎようとしていますが、近年の定年延長や雇用形態

の多様化により、今まで行政や地域の担い手として、ご活躍いただいたシニア層の人

口が縮小を始め、そして高齢化が進むことで、地域社会の機能が弱まり始めているこ

とを強く感じています。 

今後持続可能な地域を継続して行くためには、これから訪れるであろう未来を予想

し、速やかに対応策を実施していかなくてはと考えております。議員の皆様におかれ

ましては、今後とも村政運営にご指導を賜り、地域の代表として、ご協力をお願い申

し上げます。 

結びに、梅雨を迎え、何かとご多忙とは存じますが、くれぐれもご自愛くださいま



 －１７８－ 

すようお願い申し上げ、閉会のあいさつといたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎閉会宣告 

○議長（大月民夫君） 以上で、令和７年第２回山形村議会定例会を閉会し、散会とい

たします。大変ご苦労さまでした。 

（午後 ２時２１分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


